
私は参議院議員時代、県民のみなさんと国会を結ぶ“かけは

し”として、国政を動かす仕事にとりくんできました。いま、

県民のみなさんの苦しみに心をよせ、職場、福祉、医療、農漁

業、基地など各地の現場にかけつけ、要求を受けとめ、その

実現へ力をつくしています。雇用とくらし、平和の願い実現へ、

私をふたたび国政で働かせてください。 ●川崎で生まれ横浜で育つ。県立横浜緑ヶ丘高校、横浜
国立大学卒業、中学校教諭に。●1998年、神奈川選挙区
で参議院議員に初当選。参院・文教科学委員会、国民生
活経済調査会などに所属。現在、党中央委員、党県副委
員長。●趣味は、華道、書道、テニス。
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た30人以下
学級は、全
国にひろが
っています。子どもの医療費無料化を求める
国会「決議」実現でも力をつくしました。いま、
貧困から子どもをまもる運動、父母負担の軽
減、保育園増設などに力をいれています。

党国会議員団とともに「サービス残業」をなく
すために、国に「根絶通達」（2001年）を出させ
ました。志位和夫委員長とともに、いすゞ自動
車本社に非正規の大量解雇撤回を要請（写
真）。いま、働くみなさんのたたかいを支援し、
労働局交渉などにとりくんでいます。

米原子力艦船による放射能事故の可能性をと
りあげ、政府に「万が一の事故」があることを
初めて認めさせ、国の防災計画に対策を盛り
込ませました。原子力空母配備、キャンプ座間
への米陸軍前方司令部移転など米軍再編・強
化に反対、池子の森をまもれと訴え、爆音被害
などでは厚
木基地司令
官に訓練中
止を求めて
います。
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日本共産党元参議院議員
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民主党も自民党も〝新党〟も「財源」と
いえばすぐ「消費税増税」の大合唱。こ
んなひどい話はありません。軍事費や
大企業・大資産家優遇の税制にメスを
入れれば、消費税にたよらなくても、く
らしをまもる財源はつくれます。

●軍事費を１兆円けずり、むだな大型開発
　を中止することで、5兆円。

●大企業・大資産家へのゆきすぎた減税を
　見直し、経済力におうじた負担をもとめ
　るなど、7兆円。

　合計12兆円の財源をつくります。

志位和夫委員長が、日本共産党の党首として初

めて訪米。国連本部で開かれたNPT（核不拡散

条約）再検討会議に出席、「核兵器のない世界」を

国際社会に訴えました。また、米国務省日本部長

と交渉し、普天間基地の無条件撤去しか解決の

道はないと、沖縄県民と国民の思いを伝えまし

た。（2010年5月7日、ワシントン、米国務省で）

志位和夫委員長を先頭に、派遣切りなど雇用破

壊の問題で、日本経団連やトヨタ、キヤノン、い

すゞなど大企業と直接会談。雇用をまもる社会

的責任を果たすことを強く求めてきました。

（2008年12月18日、日本経団連の代表に申し入

れをおこなう志位委員長ら）

後期高齢者医療制度はやめさせ
医療費の窓口負担を引き下げ、
国保料1人1万円を引き下げます

普天間基地の無条件撤去を
神奈川県内の基地強化を許さず、
憲法9条をいかし
世界の平和に貢献する日本を

農漁業の再生、食料自給率向上
森林保全、環境優先・地球温暖化防止を
推進します

国の責任で子どもの医療費無料に
少人数学級を、教育の負担を軽く
保育所の増設をただちにすすめます

正社員化に道ひらく派遣法の抜本改正を
最低賃金は時給1000円以上に
日本の宝、中小企業をまもる緊急支援を
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日本共産党の財源案
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米政府と交渉
普天間基地無条件撤去を求める

日本経団連に
「雇用まもれ」と要請

参議院比例代表は「日本共産党」と政党名で
個人名でも投票できます【制度解説】

元国会議員秘書
党国民運動委員

田村　智子

　　　　     提案
実現へ全力

日本共産党は企業・団体献金、政党助成金を受けとっていません


